
 

令和２年３月２７日 

厚生労働大臣 

加藤 勝信 殿 

 

 
新型コロナウイルス感染症のワクチン開発に関する要望書 

 
日本医師会      

会長 横倉 義武   

 
 全国各地で、新型コロナウイルスの感染拡大が見られ、診療の第

一線において医療従事者が感染する事例が増加しております。ワク

チンによる医療従事者への免疫付与は感染防止に不可欠であり、一

日も早い実現が強く求められます。 

大阪大学で開発されているプラスミド DNA ワクチンは、すでに

動物用製剤が入手可能であり、今後ヒトに対する臨床試験が予定さ

れています。現場で感染の危険にさらされている医師をはじめとし

た医療従事者を対象に臨床試験を実施することにより、上記の切実

な要望に応えることができます。 

抗血清製剤は、ハブ、まむし、ボツリヌス抗毒素として長い使用

経験がありますが、新型コロナウイルスに対する抗血清製剤は、重

症感染者等に対する緊急対策として、治療の選択肢に加えるべきも

のと考えます。 

これらをできるだけ早期に実現するためには、国家の非常事態対

策として、審査の柔軟な対応、および開発に必要な財政支援がぜひ

必要であり、格段のご支援を強くお願いいたします。 


